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科学
石河睦生 (医用工学 )

石津智大 (神経美学 )

一ノ瀬俊明 (都市環境学 )

冨田秀一郎 (発生生物学 )

中島啓 (幾何学的表現論 )

波多野恭弘 (非平衡物理学 )

藤田智弘 (天体物理学 )

水元惟暁 (行動生態学 )

湊丈俊 (表面界面科学 )

Hannes Raebiger(物性物理学 )

哲学
梅田孝太 (ドイツ哲学 )

桑原俊介 (美学 )

小平健太 (ドイツ哲学 )

永井玲衣 (倫理学 )



うしお　Usio
1978年生まれ。2003年筑波大学大学院芸術研究科修了。様々なメディアを用いて、「思い通りに
ならない状況」を可視化する作品を現代美術分野で発表している。ゲームに用いられる道具や設
定、ルール、言葉、イメージも多用し、主に映像やインスタレーション、ワークショップ等の手
法を使って身の回りの世界の設定を再構成する。代表作はチェスや囲碁、オセロを用いた "白黒
つけられないボードゲームシリーズ "。

参加者名
[分野 ]

略歴
自身の活動・研究について /画像について (画像クレジット )

キーワード
指標
●指標−対象 :右の中から関心のある大きさを選択　[素粒子・分子・細胞・ヒト・山・地球・惑星・銀河・宇宙・抽象・なし ]

●指標−自分 :自分の傾向を下の中から選択
●指標−相手 :相手に求める傾向を下の中から選択
[職種 :理論・データ・実験・フィールド ] / [基礎−応用 :基礎・応用・両方 ] / [抽象−具体 :抽象・具体・両方 ]

ファンダメンタルズ バザール
2021年 6月 6日 (日 ) 12:00-16:30

日本科学未来館 7階 木星にて　無観客生配信

近年は古い時代の人々の旅や、とりわけ船を使った移動の歴史に関心を持ち、継続的にリサーチ
と制作発表を重ねている。画像は 2021年のグループ展「境界のかたち 現代美術 in 大府」で発
表した映像ンスタレーション作品。江戸時代の船頭である小栗重吉が 484日間太平洋を漂流し、
亡くなった仲間の石碑を帰国後に建てた話をもとに構成した。(撮影 :城戸保 / Photo: Tamotsu 

Kido)
キーワード :不如意、人類と遊び、移民・冒険・漂流、歴史の記録と伝達、選択の自由と結果
●指標−対象 :抽象・山・ヒト　●指標−自分 :実験 /応用 /抽象　●指標−相手 :実験・データ /応用 /抽象

木村亜津　Azu Kimura
1986 東京都生まれ、2008武蔵野美術大学造形学部卒業。主な展示として、2017「H exhibiti

on」(Fukuoka)、2018「the Salon des Beaux Arts」(paris)「Koganecho Artist residence」 Kan
agawa、2019「Art Up」(Tokyo)、2020「Stroll」(Tokyo)「アカイヌアガタ PIN UP gallely」(Ok

inawa)

散歩や山歩きが日課であり、日々の植物の観察や発見を作品に投影する試みを続けている。主に
作品素材は植物を使うことが多い。画像は「being there」というタイトルでそこにいる、あるもの、
というような意味でつけている。私たちと自然との関係性を表明するような作品を目指して制作
している。
キーワード :美術、動物、植物、工芸、環境
●指標−対象 :山・ヒト・地球　●指標−自分 :実験 /基礎 /抽象・具体　●指標−相手 :実験 /基礎 /具体

黒沼真由美　Mayumi Kuronuma
1994年東京藝術大学大学院美術研究科油画技法材料研究室修了　1992年東京藝術大学美術学部
絵画科油画専攻卒業。2020 『Punto in Aria」Diginner gallery、自由が丘　2019「レース編み
の寄生虫たち」目黒寄生虫館、目黒　出版物：2020「マンガで読む発酵の世界 微生物たちが作
り出すおいしさと健康の科学」監修 /舘博 発行 /緑書房　2015 ダニ系統樹ポスター「ダニとそ
の仲間たちの進化の足跡」監修 /島野智之 発行 /キウイラボ

カブトムシ　Trypoxylus dichotomus 後翅、ミンミンゼミ　Hyalessa maculaticollis 前翅。目
黒寄生虫館の日本海裂頭条虫標本を見てレース編みを始め、飯島魁博士が研究した六放海綿の標
本写真を手本に棒針とかぎ針の融合した「生物学的レース編み」ともいうべき有機的な編物技法
を開発した。(黒沼真由美 )
キーワード :節足動物、進化、発生、形態、組織
●指標−対象 :細胞・分子　●指標−自分 :理論・データ /基礎・応用 /なし　●指標−相手 :実験・データ /基礎・応用 /抽象・具体

澤崎賢一　Kenichi Sawazaki
アーティスト／映像作家。一般社団法人リビング・モンタージュ代表理事。京都市立芸術大学大
学院美術研究科博士（後期）課程修了。主にヨーロッパ・アジア・アフリカで、研究者や専門家
たちのフィールド調査に同行し、多様な暮らしのあり方を記録した映像作品を制作している。ま
た、映像メディアを活かした学際的活用の基盤となるプラットフォーム「暮らしのモンタージュ」
を企画・運営する。

映像作品『#まなざしのかたち』は、農学者の田中樹と文化人類学者の清水貴夫の調査地である
アフリカや東南アジアにおける様々な人間活動を記録した映像を基にし、あえてはっきりとした
物語や主題にまとまらないような断片的なことがらとして、フィールドを撮影した映像を編集し
た作品です。(映像作品『#まなざしのかたち』(124分、2021年、監督 :澤崎賢一 )より )
キーワード :映像、芸術、文学、学際、フィールド研究
●指標−対象 :ヒト・細胞・地球　●指標−自分 :実験 /応用 /具体　●指標−相手 :実験 /応用 /具体

古谷咲　Saki Furuya
アーティスト、株式会社 ANA CEO。東京生まれ、幼少期をスイスで過ごす。極めて自然であり
のままの姿に近づくためのインスタレーション作品を国内外共に多数制作。2020年に発表した
<AFTERBEFORE 2020>を機に、地面を掘るという物理的・精神的なそぎ落としの行為とその結果
生まれる「穴」の存在から「減らす美」という新たなテーマを見出し、各地で精力的に制作活動
を行っている。

直感型アートを制作してきた中で、2020年より自然発生した ANAシリーズ。"減らす美 "をテー

マに、各地で制作発表や、体験型ワークショップとして展開。穴を掘ると同時に自分自身や世
界を掘り出す行為が、どのように人類や地球、そして宇宙にまで作用するかを研究している。
(ANA'AFTERBEFORE'2020)
キーワード :穴、ランドアート、自然、減らす、内観
●指標−対象 :素粒子・地球　●指標−自分 :実験 /応用 /抽象　●指標−相手 :実験・理論 /基礎 /抽象・具体

「かたちの合成 from両手」紙袋の中に入った 2つの小さな立体を左右の手でそれぞれ触り、頭の
中で合成する、という作品。かたち、大きさ、数などへの関心の延長、且つ異なるアプローチで
制作したもの。普段、活動・作品の形態は限定せず、個別の機会の可能性や限界から、良いと思
われる方法を選び、都度確かめています。
キーワード :触る、マルチモーダル、かたち、１と多、システム
●指標−対象 :ヒト・抽象　●指標−自分 :理論・データ・実験 /基礎 /抽象・具体　●指標−相手 :理論・実験 /基礎・応用 /抽象・具

体

前川紘士　Koji Maekawa
1980年大阪生まれ。2007年京都市立芸術大学大学院美術研究科彫刻専攻修了。その時々に持つ
複数の異なる個別の関心に添い各実践を組み立てる。主な活動に「釜ヶ崎の表現と世間をめぐる
研究会」NPO法人 cocoroom、大阪 (2019-)、「drawings A, drawings B,」Gallery PARC、京都 (2018)、
「works (=) documents」／大阪府立文化芸術創造センター enoco、大阪 (2017-18)、「Scales, ot

hers」Gallery PARC、京都 (2015)等

水上愛美　Emi Mizukami
1992年生まれ東京在住。主に絵画作品を制作。最近の主な展示：2021年「Dear sentiment」(TO

KAS Hongo/東京 )、2020年「4649 at Pina」(Pina/ウィーン )、 2019年「Isrand」 (アートラ
ボはしもと /神奈川 ) 、 2019年「Semi, セミ」(MUSEUM OF TETSUO'S GARAGE/栃木 )、2019 Fee

llngs for a spider(4649/東京 )

近年は、神話やフォークロア、逸話、自分しか知り得ない記憶を収集し、異なる地域、時代をキャ
ンバス上で繋ぎ、新たな物語としての絵画作品を制作。2020年からアクリル板を用いた 1億年
後に向けた作品 (画像左下 )等も平行して制作。(Photo by Nirei Hiroshi)
キーワード :物質的な積層、時間、他者の思考、イメージの歴史、アビ・ヴァールブルク
●指標−対象 :地球・宇宙・ヒト　●指標−自分 :実験 /基礎 /抽象・具体　●指標−相手 :理論 /応用 /抽象・具体

山根一晃　Yamane Kazuaki
2010年東京造形大学大学院 造形研究科造形専攻美術研究領域修了。主なグループ展に 2018年
「helen at the mountain」(てつおのガレージ /日光 )、2016年「囚われ脱獄、囚われ脱獄」
(CAPSULE/東京 )2015年「現代地方譚 3 - アーティスト・イン・レジデンス須崎 -」(すさきま
ちかどギャラリー /高知 )など。主な個展に、2019年 「パースペクティブ /結節点 /行為ある
いは作用として」(CAPSULE/東京 )2015年「after "the riverrun the"」(XYZ collective/東京 )

制度批判的なコンセプチャリズムの精神を引き継ぎ、ARTという場の構造において、私という主
体と他の事物がどのように機能し、Artistや Art Work足りうるのかを考えてきた。近年は事物
と場が相互的に関わることで創発する存在という問題に取り組んでいる。
キーワード :事物、存在、概念、時間、場
●指標−対象 :抽象・宇宙・ヒト　●指標−自分 :理論・データ /応用 /抽象・具体　●指標−相手 :理論・実験 /基礎 /抽象

山本篤　Atsushi Yamamoto
1980年東京都生まれ。多摩美術大学絵画学科油画専攻卒業。現在、東京を拠点に活動。現代社
会が抱える問題を切り口にしたフィクション作品からごく私的なドキュメンタリー、コント的な
実験作品など多彩な映像作品を意欲的に制作する。主な展覧会に「DOMANI・明日展 2021」国立
新美術館 (2020)、個展「祈りのフォーム」Art Center Ongoing(2020)、個展「MAMスクリーン
007」森美術館 (2017-18)

「この現実世界がどうあるか ?」一面的には語れないこの問いに対して、自身の直観的な感覚や
身体を通し、作品を作ることで考え続けています。一つ一つの作品に、この現実世界と接続可能
な普遍性を探り、作品を積みあげていくことで、表現全体として、多面的かつ多義的なこの世界
のあり方に少しでも近づければと考えます。
キーワード :メタファー、普遍性、あるとない、リアリティ、二律背反
●指標−対象 :ヒト・抽象　●指標−自分 :実験 /基礎 /抽象・具体　●指標−相手 :実験・理論 /基礎 /抽象

Nerhol
Nerhol(ネルホル )は田中義久と飯田竜太によって 2007年に結成されたアーティストデュオ。
田中は 1980年静岡県生まれ、2004年武蔵野美術大学造形学部空間演出デザイン学科卒業。飯田
は 1981年静岡県生まれ、2014年東京藝術大学大学院美術研究科先端芸術専攻修了。ポートレイト、
街路樹、動物、水、あるいはネット空間にアップされた記録映像等、様々なモチーフを選びなが
ら、それらが孕む時間軸さえ歪ませるような作品を制作。主個展に「Index」(Foam写真美術館、
アムステルダム、2015)、「Promenade」(金沢 21世紀美術、2016)など。

同一の被写体を数百回連写、出力し、それらを 1枚ずつ彫り進める手法により、被写体が持つ時
間軸を歪ませる作品を制作する。そこでは一貫して、日常生活で見落とされがちな有機物が持つ
多層的存在態を解き明かそうと試みている。([Remove] ink-jet print 150.0x204.0x5.7cm  第
一生命 蔵 )
キーワード： 対話、データ・アーカイブ、時間、彫刻、消費社会
●指標−対象 :地球・ヒト・抽象　●指標−自分 :理論・データ /基礎・応用 /抽象・具体　●指標−相手 :実験・データ /基礎・応用 /抽象・

具体

超音波は聞くことを目的としない音波ですが、聞くことを意識した音響も基本的には考え方は同
じです。図は自作のデバイスを用いた超音波顕微鏡写真ですが、とにかく電気的エネルギーと機
械的エネルギー変換を行い応用させていく技術を持っています。
キーワード :超音波、圧電、振動、音響、デバイス
●指標−対象 :ヒト　●指標−自分 :実験 /応用 /抽象・具体　●指標−相手 :実験 /基礎・応用 /抽象・具体

石河睦生　Mutsuo Ishiwaka
[医用工学 ]　超音波トランスデューサに関する研究をテーマに日本学術振興会特別研究員とし
て働いた後、特任助教 (NEDOプロジェクト研究員 )として東京大学大学院新領域創成科学研究科
にて非鉛系圧電セラミックスの開発に従事。その後、研究員として東京工業大学大学院総合理工
学研究科にて超音波トランスデューサ、圧電結晶膜に関する研究に従事。途中、University of 

Southern California NIHにて客員研究員。2011年 4月より現職。

石津智大　Tomohiro Ishizu
[神経美学 ]　関西大学文学部心理学科准教授。2009年博士号受領（心理学、慶応大学）。ロン
ドン大学ユニバーシティ校シニアリサーチフェロー、ウィーン大学研究員・客員講師などを経て、
2020年より現職。専門は、神経美学、認知神経科学。著書に『神経美学 -美と芸術の脳科学 -』(共
立出版 )。美的感覚を、脳機能計測や脳刺激法を利用して客観的に検討し、脳 ･神経科学と美学、
芸術的知覚を有機的に繋げる研究を行ってきた。

一口に「美」と言っても、芸術や音楽の美から道徳の美まで、色々な美がある。体験的にはそれ
ぞれ異なる美に思えるが、脳の中ではある共通の反応を見つけることができる。特定の脳部位の
活動が、美という感性的情報の「共通通貨」として働いている可能性を示した研究。このように
主観的な感性や芸術知覚について、客観的な脳機能の観点から研究しています。
キーワード :神経美学、脳機能、感性的体験、社会ウェルネス、真贋認知
●指標−対象 :ヒト　●指標−自分 :実験・データ・理論 /基礎・応用 /抽象　●指標−相手 :実験・データ /基礎・応用 /具体

物理学は要素還元論
的な面があるので、
多数の要素要因が絡
み合って発生する現
象を苦手とする事が
多いです。そのよう
な現象をあえて物理
で考えて突き抜けよ
うとするやや倒錯し
た分野の研究をして
います。例えば地震
もそうですし、砂が
流れる一見何でもな
い現象でも、砂つぶ
同士が押し合うこと
で謎の模様が蠢いた
りします。
キーワード :地震、摩擦、
フラクタル、カオス、ネッ
トワーク
●指標−対象 :地球

●指標−自分 :理論・データ
/基礎 /具体

●指標−相手 :理論・データ・

実験 /基礎・応用 /抽象・

具体

一ノ瀬俊明　Ichinose Toshiaki
[都市環境学 ]　1963年生。国立環境研究所上席研究員。東京大学大学院にて博士 (工学 )。
1998年度フライブルク大学客員研究員として在独。2008年より名古屋大学大学院環境学研究科
教授 (連携大学院 )。平成 28年度環境科学会学術賞。主な著書に、"頼子百万里走単騎 日本人
地理学者の見た『中国人の知らないディープな中国』", パブフル (Amazon, Kindle)(2019)など。
つくば科学教育マイスター第 6号認定。環境科学会理事。

都市・建築熱環境のモニタリング・モデリングとその地球・地域環境への応用を研究しています。
写真は、長野県上伊那郡辰野町大城山から市街地の表面温度 (2020年 8月 10日 13時 37分ころ )

を観測した熱画像です。(実際はカラー画像 )。温度の低い河川や緑地が黒く、温度の高い道路
や鉄道、建物の屋根などが白く表現されています。(国立環境研究所動画チャンネルより )
キーワード :中国環境問題、地理情報、エネルギーシステム、都市気候、都市環境システム
●指標−対象 :地球　●指標−自分 :理論・データ・実験 /基礎・応用 /具体　●指標−相手 :理論・データ・実験 /応用 /具体

梅田孝太　Kota Umeda
[ドイツ哲学 ]　1980年東京都生まれ、哲学研究者。上智大学大学院哲学研究科博士後期課程修了、
博士 (哲学 )。専門は哲学・倫理学、とりわけ近現代ドイツ哲学。現在、上智大学ほか兼任講師。
単著に『ニーチェ　外なき内を生きる思想』(法政大学出版局、2021年 )、共訳書に『暴力　手
すりなき思考』(R・J・バーンスタイン著、法政大学出版局、2020年 )などがある。2011年から
東京で哲学対話の活動「コアトークカフェ」を主催。
私の研究対象は 19世紀ドイツ哲学です。この時代には、市民の革命が挫折し、急速な産業の発
展で格差が生じ、憂鬱さが支配していました。それを打ち破るべく旧来の道徳や社会体制を徹底
的に批判し、新たな文化を創出しようとしたのがショーペンハウアーやニーチェです。その思想
の真価を見極めたいと思い研究しています。
キーワード :対話、自由、リアリティ、正義、文化

桑原俊介　Shunsuke Kuwahara
[美学 ]　1978年静岡県生まれ。1998年東京大学理解Ⅰ類入学。2003年東京大学文学部 (美学
芸術学 )卒業。2006年東京大学大学院人文社会系研究科修士課程 (美学芸術学 )修了、2010年
同博士課程単位取得退学、2016年同助教。2017年上智大学文学部哲学科助教、2021年同准教授。
単著『シュライアマハーの解釈学』(御茶の水書房、2016年 )。主な論文「バウムガルテンの美
学と形而上学における虚構の真理」(『美学』250号 )。
専門は美学 (感性・芸術・美の哲学 )。現在は、美学の創設者である 18世紀ドイツの哲学者バ
ウムガルテンの研究に従事。特に、芸術の虚構論、真理論、存在論、形而上学、宇宙論などに興
味をもつ。以前には、彫刻論、近代解釈学の研究にも従事。古代から現代まで、感性・芸術・美
についての哲学理論を歴史的系譜に即して探究。
キーワード :美学、芸術学、ドイツ哲学、存在論、虚構論

小平健太　Kenta Kodaira
[近現代ドイツ哲学 ]　テュービンゲン大学哲学科留学を経て、立教大学大学院文学研究科比較
文明学専攻博士後期課程修了。博士（比較文明学）。著書に『ハンス =ゲオルグ・ガダマーの芸
術哲学——哲学的解釈学における言語性の問題』(晃洋書房、2020年 )。訳書『問いと答え』(ギュ
ンター・フィガール著、法政大学出版局、2027年 )。現在、立教大学文学部・社会学部兼任講師。
20世紀のドイツ人哲学者ハンス =ゲオルグ・ガダマーの解釈学思想を主に「芸術哲学」の立場
から究明。また、彼の思想体系の解釈とともに、美学と倫理学、および人間の美と道徳性の間の
哲学的連関について多角的に研究を行っている。大学での哲学研究・教育活動に加え、現在では
「哲学対話」の活動も広く行っている。
キーワード :哲学、美学、芸術学、倫理学、対話の哲学

永井玲衣　Rei Nagai
[倫理学 ]　立教大学兼任講師。専門は哲学・倫理学。哲学研究を続けながら、学校・企業・寺社・
美術館・自治体などで哲学対話を幅広く行っている。哲学エッセイの連載なども行う。社会問題
について考えるムーブメント D2021運営。
「友だちの人生を生きられないのはなぜ」「墓は必要なのか」「エゴイスティックでない生き方とは」
などといった哲学的な問いを立て、人々と互いの前提を明らかにしながら聞きあい、考えを深め
る「哲学対話」の活動を行う。
キーワード :哲学対話、倫理学、心理的安全性、他者論、ケア

波多野恭弘　Takahiro Hatano
[非平衡物理学 ]　大学院ではエントロピーや熱や情報などについて考えていたら危うくポスド
クの口までなくなりそうになりました。材料科学分野で拾ってもらい、原子力材料の強度に関
する分子動力学シミュレーションを 3年ほどしました。2005年に地球科学分野の研究所に移り、
断層が地震を起こす際の物理過程などを考えていました。2019年に阪大に来てからは地震の統
計データを解析する新手法や、泡の研究なども始めています。パッと始めてパッと捨てるタイプ
です。

藤田智弘　Tomohiro Fujita
[天体物理学 ]　天体物理学者。東京大学理学部を卒業後、カブリ数物連携宇宙研究機構で宇宙
論と素粒子物理学を専攻し、修士・博士号を取得。博士研究員として米国スタンフォード大学、
スイス -ジュネーブ大学等で働き、初期宇宙の研究を深める。現在、早稲田大学高等研究所講師。
主な研究分野は宇宙の始まり (インフレーション理論 )、原始重力波、暗黒物質である。趣味は
茶道と山登り。

湊丈俊　Taketoshi Minato
[表面界面科学 ]　自然科学研究機構分子科学研究所主任研究員。2005年東京工業大学にて博
士 (理学 )。理化学研究所、東北大学をへて、2012年から京都大学産官学連携本部特定准教授。
2020年から現職。第 18回ドコモ・モバイル・サイエンス賞優秀賞 (最高賞 )"移動通信電源用フッ
化物イオンシャトル二次電池の反応開発 "(2019)他受賞多数。

化学反応が起きるとき、原子や電子、分子がどのようにふるまっているのかを根源まで知りたい、
そのために走査プローブ顕微鏡という装置を研究に使っています。これまで、フッ化物イオンを
うまく反応させることができなかったのですが、電解液と電極を工夫し、化学反応の効率を高め
ることで、リチウムイオン電池よりも 6倍以上のエネルギーを発揮できると期待されるフッ化物
イオンシャトルニ次電池の開発に成功しました。
キーワード :世の中の謎解き、原子レベル、物理・化学、エネルギー、異分野融合
●指標−対象 :分子　●指標−自分 :理論・データ・実験 /基礎 /抽象・具体　●指標−相手 :理論・データ・実験 /基礎・応用 /抽象・

具体

中島啓　Hiraku Nakajima
[幾何学的表現論 ]　1991年東京大学大学院理学系研究科博士課程修了、理学博士。東北大学理
学部数学教室、東京大学大学院数理科学研究科、京都大学数理解析研究所等を経て 2018年から
現職。日本学士院賞 (2014)、朝日賞 (2016) などを受賞。専門は表現論、幾何学。

数学者は長らく数式を取り扱う技術を発展させてきましたが、20世紀に入り、多様体とよばれ
る抽象的な図形を記述する "言葉 "を作りました。多様体はほとんどの場合、絵に描くことがで
きませんが、いろいろなやり方でその "形 "を調べることができます。多様体は現代数学の多く
の分野の共通言語になり、分野の垣根を超えて広く使われています。私の研究では、図のような
たくさんの矢印を用いて、それまで知られていなかった新しい多様体を構成し、その形を調べ、
豊かな構造を見出しています。
キーワード :幾何学的表現論、ゲージ理論、量子展開環、箙多様体、クーロン枝
●指標−対象 :抽象　●指標−自分 :理論 /基礎 /抽象　●指標−相手 :理論・データ・実験 /基礎・応用 /抽象・具体

Hannes Raebiger
[物性物理学 ]　横浜国立大学工学研究院准教授。2006年ヘルシンキ工科大学にて博士 (理学 )。
米国立再生エネルギー研究所を経て 2008年から横浜国立大学工学研究院助教、2013年から現職。
日本 MRS貢献賞受賞 (2019)他。

物質は原子から構成されていると言われている。原子は原子核と電子で構成されている。実際複
数の原子で材料を組んでみると、電子が物質全体で共用されたり、原子の一部であったアイデン
ティティを失ったりする。物質の色、硬さ、透明さ、電気伝導性などの物性はほとんど電子の振
る舞いで決まる。
キーワード :物性理論、分子理論、材料学、量子材料、密度汎関数理論
●指標−対象 :分子　●指標−自分 :理論 /基礎 /抽象　●指標−相手 :データ・実験 /応用 /具体

水元惟暁　Nobuaki Mizumoto
[行動生態学 ]　1990年福井県生まれ。2018年京都大学農学研究科学位取得、日本学術振興会海
外特別研究員 (アリゾナ州立大学 )を経て、2020年より沖縄科学技術大学院大学にて日本学術
振興会特別研究員 CPD。主な研究テーマはシロアリの巣の建設行動や、動物の群れの動きに着目
した、集団行動の進化プロセスの解明。第 8回日本学術振興会育志賞、第 37回井上研究奨励賞、
日本生態学会奨励賞等受賞。Twitter:@nobuakiMZMT

社会性昆虫の巣建設や群れの動きなど、動物が集まり生じる行動現象のメカニズムとその進化の
歴史に興味があります。図は魚の集団が保存された化石で、5000万年前にも今の魚と同じよう
な群れ行動のルールがあった痕跡を検出しました。しかし、このような化石はほぼ存在せず、基
本的にはシロアリの行動を種間比較するアプローチで研究しています。(Mizumoto Nobuaki, Mi

yata Shinya and Pratt Stephen C. 2019Inferring collective behaviour from a fossilized 

fish shoalProc. R. Soc. B.28620190891)
キーワード :集団行動、社会性昆虫、群れ、進化、化石
●指標−対象 :ヒト　●指標−自分 :理論・データ・実験 /基礎 /具体　●指標−相手 :データ /基礎・応用 /抽象

研究の一例として重
力波を用いた初期宇
宙探査を説明する。
宇宙の始まりがどん
なものであったか、
どんな物質が存在し
たか、様々な可能性
があり、それを天文
観測で検証したい。
(図上段 )物理理論
を用いて未知の物質
が放出する重力波な
どのシグナルを計算
する (図中段 )138億
年前に放出されたシ
グナルを衛星望遠鏡
で観測する。(図下
段 )理論と観測を比
較し、初期宇宙に存
在した物質を特定す
る。
キーワード :宇宙の始まり、
重力波、暗黒物質、反物質、
銀河の大規模構造形成
●指標−対象 :宇宙

●指標−自分 :実験・データ・

理論 /基礎 /抽象・具体

●指標−相手 :実験・理論 /

基礎・応用 /抽象・具体

冨田秀一郎　Shuichiro Tomita
[発生生物学 ]　農業・食品産業技術総合研究機構 生物機能利用研究部門 絹糸昆虫高度利用研
究領域 カイコ基盤技術開発グループ長。2001年東京大学大学院にて博士 (農学 )。農林水産
省、農業生物資源研究所、ワシントン大学をへて 2016年から農業・食品産業技術総合研究機構。
2021年から現職。

キーワード :発生生物学、進化生物学、昆虫生理学、生物系統学、遺伝子組換え規制
●指標−対象 :地球　●指標−自分 :実験 /基礎 /具体　●指標−相手 :理論 /基礎 /抽象

節足動物の付属肢の
発生とその進化の研
究を、主にカイコを
材料として行ってい
ます。例えば一部の
完全変態昆虫の幼虫
期にのみ腹部に存在
する付属肢である腹
脚の起源は何か、そ
の発生の背後にはど
のような分子メカニ
ズムがあるのか、蛹
に変態するときには
どのような仕組みで
消失するのか等を疑
問に思っています。
また、胸脚に再生シ
ステムを持つものが
あり、その脱皮サイ
クルとの関連を調べ
ています。写真は、
特定の遺伝子の発現
を抑制することで過
剰の腹脚を発生した
カイコ胚です。


